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 (1) 計画地付近の国道１３４号（以下「１３４号」という。）の交通量は、交通容量を超

過しており、一定規模の商業施設及び共同住宅が建設された結果、当該施設等を利用す

るための自動車等により、１３４号における直進交通が妨げられることを認めることは

出来ません。 

ついては、１３４号に右折車線を設けることが、１３４号の直進交通に与える影響を

緩和するものと認められることから、貴社が実施する交通量調査の結果に係わらず、交

通管理者である神奈川県警察本部及び道路管理者である神奈川県藤沢土木事務所と十分

に協議を行い、自主的に右折車線を設置してください。 

 (2) 条例の規定により平成２７年１２月１３日に開催した説明会において、交通量調査に

ついての説明が、周辺住民に十分な理解を得られなかったことにより、周辺の交通環境

の悪化に対する懸念が強まっていると認められます。 

ついては、任意の説明会の開催等について、早急に周辺自治会等と協議を行い、貴社

がこれまでにおこなった交通量調査結果を開示するとともに、丁寧で解かりやすい説明

を行うことにより、周辺住民の理解を得ることに努めてください。 

   なお、今後は、交通管理者に指導を求めると同時に、周辺住民とその実施時期及び実

施箇所等について十分に協議を行い、再度の交通量調査を実施するとともに、再度の交

通量調査結果について、引き続き、丁寧で分かりやすい説明を行ってください。 

 (3) 計画地の北側周辺は生活道路や狭隘な道路があり、来退店者等が自動車等で当該道路

に流入することにより、周辺住民や観光客等歩行者の安全が確保されなくなることにつ

いて、強い危惧を抱いています。 

ついては、当該道路における歩行者交通量の調査を行うとともに、自動車等が当該道

路に流入することのないよう、来退店経路の周知徹底や適切な数の誘導員を配置するほ

か、歩行者の安全確保のために必要な措置を講じたうえで、周辺住民に分かりやすい形

により提示して下さい。 

 

２ 周辺の風致景観への調和に資するための配慮について 

計画地周辺は、付近に歴史的、文化的資源が点在し、多くの文学者に愛された別荘地や

保養地としての面影を残すまち並みが形成され、そのまち並みは古都法により守られ、国

民の財産である古都における歴史的風土の主体を構成する山並みの緑を背景としており、

さらには、由比ガ浜海岸や鎌倉海浜公園等の良好な自然的環境も存しています。 

また、本市では、「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」に基づく歴

史的風致維持向上計画の認定を国から受け、計画地周辺をその重点区域として設定し、そ

のために資する様々な施策を行っており、さらには、現在、世界文化遺産登録を目指し、

再推薦へ向けた取り組みを行っている状況です。 

そのため、計画地に予定される一定規模の商業施設及び共同住宅は、本市が行う施策に

配慮した上で、これまでの間に形成されてきたまち並みである景観と自然的環境である周

辺の風致に特段に調和したものでなければなりません。 

ついては、以下の事項を遵守し、周辺の風致景観に調和する計画としてください。 

(1) 第３種風致地区では、建築物の高さを１０メートル以下とすることと規定しています。

１０メートル超えた高さとなる位置の屋上を駐車場等として利用することは、これまで
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本市が保全してきた計画地周辺からの遠・中景となるスカイラインを阻害し、また、歴

史的風土である山並みの緑に調和しないものと考えます。 

ついては、屋上の利用を控え、やむを得ず屋上を利用しようとする場合は、必要最低

限の部分とし、周辺と調和するよう修景を施してください。 

(2) 周辺の自然的環境との調和や計画地からの遠・中景となる山並みの緑に調和する計画

とするためには、計画地に多くの緑を配置することにより、建築物が見え隠れするよう

な措置を施す必要があります。 

ついては、当該施設等の周辺に高・中木を中心として規定以上の緑化を施し、うるお

いのある空間を創出してください。 

(3) 鎌倉海浜公園や周辺道路からの見えがかりを考慮した上で、海浜景観や周辺のまち並

みに馴染む形態意匠とし、素材についても配慮してください。 

(4) 一定規模の建築物や工作物を建設する場合、その設置する位置により、隣接地に対し

ての圧迫感や騒音・振動等の影響を及ぼします。 

ついては、配置計画を見直し、高中木を配置することが可能となる離隔距離を確保す

る等、隣接する住環境に対して配慮してください。 

(5) 計画地に対しては、複数の眺望点を設けています。 

ついては、計画地全体がいずれの眺望点からの景観にも支障を及ぼしていないことを

明らかにしてください。 

(6) 道路からのアプローチ部分は、計画地全体が周辺のまち並みに調和したものとするた

めの重要な箇所です。 

ついては、接道面に緑化を施すことやこれまで周辺のまち並みを形成してきた要素と

なるような意匠に工夫を凝らし、周辺のまち並みに相応しいアプローチ部分とする計画

としてください。 

 

３ 貴重な市民の憩いの場の確保について 

  計画地に隣接する鎌倉海浜公園は、その立地から、年間を通じて多く市民や観光客が訪

れ、憩いの場として活用されています。また、旧市街地において唯一ボール遊びをするこ

とができる広場であることから、児童をはじめ、多くの利用者から親しまれている公園で

す。計画により、来園者の安全が確保されなくなることやボール遊び等を行う市民等の健

康的な活動が妨げられることを認めることは出来ません。 

  ついては、来園者の安全確保のために必要な措置を講じ、市民等が公園内で活動するこ

とを妨げることのないよう、防球ネットの設置や防音、防砂じん等の対策を施すとともに、

当該公園が近接していることについて、重要事項説明等に記載することにより、商業施設

の運営者や利用者、また、共同住宅の入居者等の権利承継者への周知を徹底して行ってく

ださい。 

 

４ 周辺地域への貢献について 

  当該開発事業を行うにあたっては、地域経済や環境・美化、あるいは防犯等の周辺地域

が抱える課題の解決に取り組むとともに、地域社会における新たな一員として、地域行事
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等への参加や協力を行うなどをすることにより、周辺地域へ積極的な貢献をしていくため

の提案を行ってください。 

  また、事業者の責務として、入居者がいち早く周辺地域に溶け込み、周辺住民とともに

地域の諸課題の解決に取り組むことが可能となるような具体的な提案を行ってください。 

 

５ 周辺地域への防災面での配慮について 

  計画地及び周辺地域における地形、地質、液状化等の地盤特性、過去の災害の状況等を

把握し、防災関連の関係課と十分な協議を行い、出水、浸水、地盤沈下その他の災害の発

生を防止するために必要な措置を講じ、災害発生時には、施設利用者や入居者だけでなく、

周辺住民のいち早い避難が可能となる避難路の確保等、周辺の防災・減災に資するための

配慮を行ってください。 

 

６ 埋蔵文化財の発掘調査に対する協力について 

  計画地周辺では、過去に埋蔵文化財の出土事例があることから、文化財関連の関係機関

とは特段の協議を行うとともに、必要な調査及び措置について協力をしてください。 

 

７ 今後の手続について 

今後、手続が必要となる鎌倉市開発事業における手続及び基準等に関する条例等におい

て、大規模開発事業説明会や意見書、公聴会等で意見のあった案件については、引き続き

住民との良好な対話と協議を行いながら計画への反映に努めてください。なお、今後行う

具体的な公共施設の整備に係る技術審査等については、関係各課と十分な協議を行ってく

ださい。 

さらには、「大規模小売店舗立地法」に基づく手続においては、交通管理者及び道路管理

者からの指導に従い、同法に基づいて開催する説明会では、周辺住民に対し、丁寧で解か

りやすい説明を行うことに努めてください。 

 

以上 
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